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かし,動眼神経麻輝の原因としての海綿静脈洞部硬膜動

静娩壕を示唆する一例であり,文献的考察も含めて報告

する.

19)小間頭による一期的脳梁全切断術
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g目的】手術支援ナビゲーター (EVANS)を用いて,

West症候群の2症例に小開頭による一期的脳梁全切断

術を行なったので報告する.

【症例】症例1は,5歳男児.生後 2カ月時より点頭

発作が始まった.6カ月時頃から発作が頻発しシリ-演

形成もみられた,5歳時,脳梁切断術を施行 した.症例

2は,4歳女児.1歳2カ月時よりシリーズを形成する

点頭発作が揖現し,次第に頻発するようになった.4歳

時に脳梁切断術を施行した.いずれの症例も仰臥位にて,

ナビゲ-タ一にで最適の開頭部位を決めて手術を行った.

2症例とも術後てんかん発作は軽減し,精神運動発達に

改善がみられた.術後 MRまによる評価では脳梁はほ

ぼ全切断 (95%以上)がなされていた. 【結語】手術支

援ナビゲ-夕-を使周することで,前頭部か開頭にて体

位をかえることなく,完全確実に脳梁全切断が可能であっ

た.

20) Combined もranspetTOSai app roach:ドリ

リングと再 建 の 工夫
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頭蓋底腫藤や椎骨脳底動脈系巨大脳動脈癌などの手術

において combinedtranspetI･OSalapproaL,h は欠

かせないアプローチ法である.健太の利点は展開が広い

ことであるが,欠点として脳神経麻韓,特に聴力障害が

起こりやすいことや,術後の髄液感や感染のリスクが

高い翠があげられている.過去 2年間,7例に対 して

combinedtranspetTOSalappTOaChを行い,4例で

TetTOlabyrinthectomyにて機能温存を試みた.開頭

は2pieL.eeI.aniotomrで,mast､｡idantnllll,endo-

1ymphaticsac,顔面神経管,三半規管などの構造物を

確認しドリリングの際に損傷しないように気をつける.

必要に応じて jugulalltuberculum や petrousapex
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の ドリリングも追加した.展開を広げるための ドリリン

グの工夫,合併症予防のための工夫点や頭亜鷹再建法な

どをビデオにて供覧する.

21)シルビウス静脈周囲のくも膜下腔 (aracll-

noidalsleeve) を利用したシルビウス裂の

間き方
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シルビウス裂を分けて広い衝野を確保することは,脳

動脈癖をはじめとする脳神経外科の顕微鏡下手鮪におけ

る最も基本的な手術手技であるが,その具体的な方法を

論じた報告は少ない.多くの手術番では ｢シルビウス静

腺の前頭葉例に沿ってくも膜を切開し,同部を横切る小

静朕があった場合は凝固切断する｣とされ,一般的にも

広 く行われている方法であるが,我利 孟シルビウス静脈

周囲に存在する固有のくも膜腔 (aTaChnoiぬlsleeve)

に着目し,これを取っ掛かりとして,先ず静脈を完全に

fTeeとして十分な可動性を持たせながら剥離を進める

方法によって,静腺の解剖学的な制約を受けることなく

広い術野を確保し良好な結果を得ているので,手術手技

を中心にビデオで供覧する.

22)シャント依存状態の水頭症に対する Endo-

scopicThirdVentricLllostomy
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だ目的】シャント依存状態にある閉塞性水頭症例に対

Lて EndoscopiLIThird＼'Llntriculostom)弓FJTV)

を施行.術後の頭蓋内圧変化を観察し安全にシャント非

依存状態に移行可能か否かを検討する. 【方法】対象は

過去 3年間にシャント機能不全で受診 した閉塞性水頭症

12例,食倒 ETV を施行 しシャントを抜去.術後脳室-

体外 ドレナージを設置 し30cmH20 に圧設定 して, ド

レナージからの髄液排液量の変化と臨床症状の推移を

TetrOSpeetiveに検討した. 【結果】(1)12例中8例で

術後早期にドレナ-ジからの排液畳が 200ml以上を望

する期間 くま-4日間)を認めたが,12例会例でその後

排液は減少しシャント非依存状態に移行可能であった.

(2)3例で術後一過性に頭蓋内圧克進によると思われる

症状を認めた. 【結論】シャント依存状態にある閉塞性

水頭症例では ETV によりシャント非依存状態に移行


